
北本都市計画地区計画の決定（北本市決定）

都市計画中火三丁目地区地区計画を次のように決定する。

名　　　　　　　　称 中丸子万口地区地区計画

位　　　　　　　　置 北本市中元三丁目の一部

面　　　　　　　　積 約生３ｈａ　　　　　　　　　　　　　　　　ｌ

　本地区は、ＪＲ高崎線北本駅から東南へ約1.2

kmに位置レ現在、戸建て住宅、樹林地及び市街

地農地が残され、無秩序な建築行為等が予想され
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地区 計画の目標

土地利用の方針

地区施設の整備の方針

建築物等の整備の方針

｜

　本地区は、ＪＲ高崎線北本駅から東南へ約1.2

kmに位置レ現在、戸建て住宅、樹林地及び市街

地農地が残され、無秩序な建築行為等が予想され

る地区である。

　このため、地区計画を策定し、適正かつ合理的

な上地利用を図るとともに地区及び地区周辺の

ゆとりある良好な居住環境の形成と維持保全を図

ることとする。

　本地区における土地利用の方針は、ゆとりある

良好な環境の低調住宅として整備・保全する。

　本地区における地区施設は、低層住宅和｣用をふ

まえて、区画街路を適宜配置し、これを安全で|矢

適な生活道路として整備する。

①　宅地が絹分化され狭小宅地とならないよう建

　築物の敷地面積の最低限度を定める。

②良好な市街地形成を図るため、壁面の位置の

　制限を定める。

③市街地景観を整備し保全するためと防災の観|

　点から、かき又はさくの構造の制限を定める。　ｊ

｜④美しい市街地景観を保全するため、建築物の

　形態又は意匠を制限する。
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区 分の名称

区分の面積

建築物の敷地面積の最低

限崖

-

壁面の位置の限度

制限

形態又は意匠の

１げ道路（W＝6.0m，L＝244.5m）

2号道路（W＝6.0m，L＝109.4m）

３呼道路（W＝6.0m，L

士け道路（W＝6.0m，L

Ａ

約2.6ha
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区

　隣地境界線までの距

離は、建築物の外壁も

しくは柱の面から､1.0

m以上とする。

　道路境界線までの距

離は、建築物の外壁も

しくは柱の面から､1.5

ｍ以上とする。

9口m）

56.1m）

※　全てＡ地区内
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　ただし、計画決定の

告示日において現に存

する宅附!で、建築物の

敷地面積の最低限度に

満たないものについて

は、その全体を一の敷

千千＝゛

　隣地境界線までの距

離は、建築物の外壁も

しくは柱の面から､0.5

m以上とする。

　道路境界線までの距

離は、建築物の外壁も

しくは柱の面から､1.0

m以上とする。

　建築物の外壁及びこれに代わる柱の面及び

屋根の色彩は、原色の使用を避け、落ち着きの

ある色調とし、地区の環境に調和したものとす

る。

　また、屋根の形態は傾斜屋根とする。
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かき又はさくの構造の制

限

考
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　かき又はさく（門柱

及び門扉を除く）の構

造は次の各引こ掲げる

ものとする。なお、道

路に面する側は、道路

境界線より､0.6m以上

後退した位置に設け、

後退部分は、緑化を行

シ
①
②
生垣

地盤面から高さ
が､0.6m以下の基礎

部分の上に透視可能

な材料で造られたも１

ので、かつ地盤面か

らの高さが、1.5m以

下のもの。

　かき又はさく（門柱

及び門扉を除く）の構

造は次の各号に掲げ

るものとする。

①
②
生垣

地盤面から高さ
が､0.6m以下の基礎

部分の上に透視可能

な材料で造られたも

ので、かつ地盤面か

らの高さが､1.5:

下のもの。

注

|区域及び地区整備計画は計画図表示のとおり」

理　由

地盤面とは、前面道路（側溝がある

.a･､|･､http:／/www.w.l．J. 1 、.tは側溝天端）のことをいう。
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　本地区は、緑の残る住宅地であり、住環境の形成と、適正な土地利用を図るた

め、本計画を策定するものである。
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